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催
し 

弥
生
の
ム
ラ 

ホ
タ
ル
籠
づ
く
り
と
ホ
タ
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ 

　
弥
生
の
ム
ラ
市
歴
史
体
験
学
習
館
で
は
、

６
月
３
日
g
午
後
７
時
か
ら
、
ホ
タ
ル
籠
づ

く
り
と
ホ
タ
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
を
開
催
し
ま
す
。 

　
あ
な
た
も
６
月
の
風
物
詩
、
ホ
タ
ル
の
青

白
い
ま
た
た
き
を
間
近
で
見
て
夏
越
の
季
節

を
感
じ
て
み
ま
せ
ん
か
。 

日
時
　
６
月
３
日
g
　
午
後
７
時
〜 

雨
天
の
場
合
は
ホ
タ
ル
籠
づ
く
り
の
み
の
開
催 

場
所
　
弥
生
の
ム
ラ
市
歴
史
体
験
学
習
館 

発
掘
体
験
舎
前 

問
い
合
わ
せ 

市
歴
史
体
験
学
習
館
　
学
芸
調
査
係 

1
０
９
７
８
&2
２
６
７
７

 第
51
回
『
大
分
県
一
村
一
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
』

武
蔵
大
会
 

〜
健
康
と
ふ
れ
あ
い
・
生
き
が
い
〜
ふ
る
さ

と
再
発
見
〜 

　
毎
月
１
回
、
１
市
町
村
ず
つ
、
５
年
間
か

け
て
県
内
58

市
町
村
で
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
行

う
『
大
分
県
一
村
一
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
』
の
第

51
回
は
、
「
エ
ア
ポ
ー
ト
武
蔵
未
来
展
望
ウ
ォ
ー

ク
」
と
題
し
て
、
六
郷
満
山
仏
教
文
化
の
栄

え
た
地
域
で
絶
好
の
自
然
環
境
を
誇
っ
て
い

る
武
蔵
町
で
行
わ
れ
ま
す
。

日
時
　
６
月
11
日
a
　
午
前
９
時
受
付

集
合
場
所
　
武
蔵
農
村
公
園

主
催
　
大
分
県
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
協
会

参
加
料
　
会
員
は
無
料
。
会
員
外
は
３
０
０
円 

昼
食
は
各
自
持
参

コ
ー
ス
　
10
㎞
コ
ー
ス
・
20
㎞
コ
ー
ス

問
い
合
わ
せ
　
大
分
県
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
協
会 

1
０
９
７
‐
５
５
２
‐
０
８
６
７ 
 

 

講
座 

消
防
設
備
士
試
験
準
備
講
習
 

日
時
　
７
月
23
日
a 

　
　
　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

場
所
　
大
分
市
　
新
日
鉄
明
野
研
修
セ
ン
タ
ー

「
攻
玉
寮
」

講
習
種
別
　
１
類
・
４
類
・
６
類
（
各
甲
乙
種
）

受
付
期
間
　
６
月
19
日
b
〜
７
月
14
日
f

受
講
申
請
書
の
交
付 

各
消
防
本
部
、
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

受
付
及
び
問
い
合
わ
せ 

7
大
分
県
消
防
設
備
安
全
協
会 

1
０
９
７
‐
５
３
７
‐
３
１
２
５ 

 

設
備
士
再
講
習
（
法
定
義
務
）
を 

受
講
さ
れ
て
い
ま
す
か
？ 

　
こ
の
再
講
習
は
、
法
の
定
め
に
よ
り
、
５

年
に
１
回
（
初
回
は
３
年
）
以
内
に
受
講
す

る
こ
と
が
法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

該
当
す
る
方
は
、
大
分
県
液
化
石
油
ガ
ス
教

育
事
務
所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

な
お
、
受
講
し
な
い
場
合
は
、
免
状
の
返
納

を
命
じ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

日
時
　
６
月
８
日
e
・
９
日
f 

　
　
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時 

問
い
合
わ
せ 

大
分
県
液
化
石
油
ガ
ス
教
育
事
務
所 

1
０
９
７
‐
５
５
８
‐
５
４
８
３ 

  

募
集 

平
成
18
年
度
人
権
ポ
ス
タ
ー
作
品
を 

募
集
し
ま
す 

　
大
分
県
で
は
、
人
権
意
識
の
普
及
・
高
揚

を
図
る
た
め
に
人
権
ポ
ス
タ
ー
の
募
集
を
行
っ

て
い
ま
す
。 

作
品
の
内
容
　
「
す
べ
て
の
人
を
大
切
に
す

る
こ
と
を
訴
え
る
も
の
」
「
認
め
合
い
、
助

け
合
い
、
支
え
あ
う
社
会
を
め
ざ
す
も
の
」
「
差

別
の
な
い
社
会
を
め
ざ
す
も
の
」
な
ど
人
権

意
識
の
普
及
、
高
揚
を
め
ざ
す
も
の
で
あ
る

こ
と 

作
品
の
規
定
　
サ
イ
ズ
は
Ｂ
２
も
し
く
は
Ｂ

３
に
限
り
ま
す
。
彩
色
・
技
法
は
自
由
。
応

募
作
品
の
裏
に
、
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号

を
必
ず
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。 

応
募
資
格
　
県
内
に
在
住
、
又
は
県
内
の
企

業
・
学
校
等
に
通
勤
・
通
学
す
る
方 

募
集
期
間 

５
月
８
日
b
〜
６
月
30
日
f
（
必
着
） 

問
い
合
わ
せ
・
提
出
先 

大
分
県
人
権
・
同
和
対
策
課 

1
０
９
７
‐
５
３
６
‐
１
１
１
１ 

内
線
３
１
７
７ 

  

お
知
ら
せ 

退
職
船
員
の
健
康
管
理
手
帳
制
度
の 

導
入
に
つ
い
て 

　
昨
年
か
ら
石
綿
（
ア
ス
ベ
ス
ト
）
の
被
曝

に
よ
る
健
康
被
害
が
大
き
な
問
題
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
船
舶
の
機
関
室
な
ど
に
お
け
る

石
綿
被
曝
に
よ
る
健
康
被
害
を
受
け
た
船
員

が
見
受
け
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
国
土
交
通
省

で
は
、
平
成
17

年
12

月
15

日
か
ら
退
職
船
員

に
対
す
る
健
康
管
理
手
帳
制
度
を
導
入
し
ま

し
た
。

　
こ
の
制
度
は
、
船
内
に
お
い
て
石
綿
を
取

り
扱
う
業
務
等
に
従
事
し
た
こ
と
に
よ
り
健

康
被
害
を
受
け
た
船
員
退
職
者
（
胸
部
エ
ッ

ク
ス
線
写
真
等
に
よ
り
石
綿
被
曝
に
係
る
一

定
の
所
見
が
あ
る
と
専
門
の
医
師
に
よ
り
診

断
さ
れ
た
方
）
に
対
し
て
、
健
康
管
理
手
帳

を
交
付
し
、
手
帳
交
付
後
は
指
定
さ
れ
た
医

療
機
関
に
お
い
て
年
２
回
無
料
健
康
診
断
を

実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
健
康
被
害
を
受
け

た
退
職
船
員
の
健
康
管
理
を
行
う
も
の
で
す
。 

相
談
・
申
請
窓
口 

九
州
運
輸
局
海
上
安
全
環
境
部
　
船
員
労
働

環
境
課  

1
０
９
３
‐
３
３
２
‐
８
０
９
３ 

大
分
運
輸
支
局 

1
０
９
７
‐
５
２
１
‐
２
０
１
０ 

 

電
波
と
健
康
セ
ミ
ナ
ー 

　
電
磁
波
が
生
体
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
、

医
学
・
工
学
・
行
政
の
各
分
野
の
専
門
家
が

分
か
り
や
す
く
お
話
い
た
し
ま
す
。 

日
時 

７
月
７
日
f
　
午
後
１
時
〜
４
時
30
分

場
所 

第
２
ソ
フ
ィ
ア
ビ
ル
２
Ｆ
ソ
フ
ィ
ア
ホ
ー
ル 

（
大
分
市
東
春
日
町
17
‐
20
） 

参
加
　
無
料 

定
員
　
１
０
０
名
（
先
着
順
）  

内
容 

「
安
心
し
て
電
波
を
利
用
す
る
た
め
に
」 

　
講
師
　
宮
山
　
浩
一
　
氏 

総
務
省
総
合
通
信
基
盤
局
　
電
波
部
電
波

環
境
課
専
門
職  

「
電
波
防
護
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」 

　
講
師
　
藤
原
　
　
修
　
氏 

　
名
古
屋
工
業
大
学
院
　
工
学
研
究
科
教
授  

「
電
波
の
生
体
影
響
に
関
す
る
研
究
」 

　
講
師
　
宮
越
　
順
二
　
氏 

　
弘
前
大
学
　
医
学
部
保
健
学
科
主
任
教
授 

問
い
合
わ
せ 

総
務
省
九
州
総
合
通
信
局
　
電
波
監
理
部
電

波
利
用
環
境
課 

1
０
９
６
‐
３
６
８
‐
８
６
５
６ 

 

未
来
に
残
そ
う
青
い
海 

　
海
上
保
安
庁
で
は
、
『
未
来
に
残
そ
う
青


